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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
病原菌Helicobacter pylori により消化性潰瘍が出来る様子を図で示します。消化性潰瘍の主な原因菌はヘリコバクター・ピロリ菌が、胃の粘膜層に潜ります。胃の中には胃酸があり、ほとんどの病原体は胃酸により不活化されますが、ピロリ菌は菌体表面からウレアーゼ酵素を産生しており、このウレアーゼが尿素を分解してアンモニアに変換し、局所の胃酸を中和することで、胃の中でも耐えれます。また、我々は、このウレアーゼが胃粘膜中のムチンに結合する接着因子であることを発見しました。胃の粘膜層でピロリ菌が増殖すると、毒素により、粘膜層に炎症がおこり、胃の上皮細胞が自分の胃酸とペプシンにより炎症が起こり、潰瘍になります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
したがって、酸性条件下では、上皮細胞への接着においてもウレアーゼが重要な役割を果たしていると考えられます。
そこで我々は以前、ウレアーゼを特異的にブロックすることにより、H.pyloriの胃粘膜付着を阻害できるのではないかと考え、 ウレアーゼ免疫鶏卵の効果をボランティア試験および動物実験にて検討しました。
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